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学 内 規 則
富山大学客員教授選考基準の制定
富山大学客員教授選考基準を次のとおり制定する。
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富山大学人文学部規則の一部改正
富山大学人文学部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。




「｜博 物 館 学I 4 
博物館学実習I 2 
社会 教 育概論I 2 
卒 業 論 文I 10 I」
「｜博 物 館 学I 4 
博物館実 習I 3 
社会 教 育概論I 2 
教 育 原 理I 2 
視聴覚教 育I 2 
卒 業 論 文I 1 0  I」
別表第1の語学文学科の表中
「l比較文 学概論I 2 
を
に改める。
比較文学特殊講義I 6 I を
比較文 学演習I 4 I」
「l比較文 学概論I 4 
比較文学特殊講義I s 
比較文 学演習I 4 




比較文学 特別講義 4 







比 較文 学 演 習 2 
国 文 学 講 読
朝 鮮 文 学 講 読
中 国 文 学 講 読 4 
英 米 文 学 講 読
ド イ ツ 文学講読
ロシア文学講読
特別 研究（論文） 20 
れぞれなお従前の例による。
砂富山大学人文学部規則の改正理由
この規則は， 昭和58年6 月17日から施行し， 昭和58







昭和58年6 月17 日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学大学院理学研究科規則の一部を改 正 す る 規則
富山大学大学院理学研究科規則（昭和53年4月1日制定） の一部を次のように改正する。
別表中 数学専攻の授業科目のうち
「10課題 研究及ぴ研究論文I is I」を





「to物理学特別研 究I is I」に，
化学専攻の授業科目のうち
「IO課題研究及び研究論文I is I」を
「IO化 学 特 別 研 究I is I」に，
生物学専攻の授業科目のうち
「IO課題研究及び研究論文I is I」を
「IO生 物 学特別研 究I is I」に，
地球科学専攻の授業科目のうち
「IO課題研究及び研究論文I is I」を
「IO地球 科 学特別研 究I isいに改める。
報
附 則
この規則は， 昭和58年 6月 17日から施行し， 昭和58年 4
第236号






昭和58年度第5回学寮補導委員会（ 6 月 3日）
（審議事項）
(1）学寮の諸 問題について




































昭和58年 7 月 1日発行 学
高岡短期大学創設準備委員会専門委員会（第l回）




































(8）昭和58年度 学内予算配 分 備について
(9）昭和59年度富山大学入学者選抜に関する 要項につ
いて












学 位 取 得 者
取 得 者 理学部 助 手 山口 晴司






取 得 者 経済学部 助教授 中 山 幹夫
取 得学位 理学博士 （ 東京工業大学）
取得年月日 昭和58年6 月30日
学位論文名 Cooperative and Noncooperat1ve 










となって おり， すべて これを私的に経理することなく















第2条 この要項において 「部局」とは， 事務局， 各
学部， 教養部， トリチウム科学センター， 保健管理
センター及び経営短期大学部をいう。


































第9条 学長は， 委任経理金の受入れ及び払 出しに関
する命令権を部局長に委任するものとする。
（受入れ及び払 出し）
第10条 委任経理金の受入れ及び払 出しは， 当該部局
長の命令に 基づいて 行わなけれはならない。
2 委任経理金の受入れは， 委任経理金受入決議書（様




物件費関係｝｝ 様式第7号又は様式第7号の 2役務費関係 ｝
旅 費 様式第8号又は様式第8号の 2
4 委任経理金の払 出しの原因となる契約に関する取
扱は， 富山大学支 出負担行為等事務取扱 要項を 準用
するものとする。
（受払報告）
第11条 部局長は， 毎会計年度， 委任経理金の経理に
ついて 委任経理金受払報告書（様式第9号）を作成










日 富大 第 号








昭和 年 月 日付け申し込みのありま
下記のとおり寄附 し たく申し込みますので， お
取り計らいく ださい。
『HUコ＝ロ
した下記寄附金について は， これを受け入れ るこ
ととい た します。













様式 第2号（ 日本工業規格B亨lj 5縦型）
富大 第 号







部局長 回 富大主第 号



















第236号報品同一チ昭和58年7 J-J l l:l発竹
次のとおりで
昭和59年度大学入学者選抜共通第1次学力試験受験案内の交付
て交付する こと になって います。
なお， 同試験 に関する 実施日 程 等は，
す。
昭和59年 1月14日 け：）， 15日(IJ)の 両日 にわたって 実施
される 昭和59年度大学 入学者選抜 共通第 1次学 力試験
の受験案内が， 7月 1日（斜 から交付されて います。 富
山県内の分について は， 本学の学生部学生課で一括し
昭和59年度国公立大学入学者選抜実施 日程
（共通 第 l 次 学 力試験 受験 案 内 を 各国公立大 学 で配付 ）
• 
58 年 7月上旬 か ら












次1 第通10月 1 日仕）～15 日 仕）






・ 学 部 等志望状況 を発表 1
• 
｜ 各 国 公 立 大 学の 大 学中月12 
施 ）実を験試次1 第通59年 1月14日 仕）， 15日（日）
主l発の 正解等 を題試 験 問
• 
力次 学1 ｜ 共 通 第（月）日16 月1 
施 ）
















（各 面立大 学 丙h 願受付（ 各 公立 大 学 も ほぼ同じ時期））
• 
2 月 9 日 （村一15日ヤド）
2段階 選 抜 と 推薦入学 （ 共通第1次学 力試験 を課す場合）を
実 施 す る 各 大 学 が そ の 結 果 を 発 表
... 
歩4F） i p トレ（ 日26 月 4グ、、、‘2 
（各国立 大 学 と 大 部 分 の 公立 大 学 が 第 2 次 試 験 を 実 施）
• 
レコ日 （日） か4 月3 
施 ）













大（一 部 の 国
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昭和59年度富山大学入学者選抜 に関す る要項を発表
本学 は ， 昭和59年度富山大学 入学者選 抜 に 関 す る 要
項 を 7 月6日（水）に 次 の と お り 発表 し ま し た 。
こ れ に よ る と ， 昭和58年度 と の 主 な 相違点 は ，
①入学者選抜に つ い て は ， 理学部物理学科に お い
て ， 第 2 次 募集 （ 入学定員 の 一部 を 留 保）を 実
施 す る こ と と し た こ と 。 （ 別 表 I参 照）
②学力 検査実施教科 ・ 科 目 に つ い て は ， 工学部 工
業化学科の理科は， 化学 IIを 必修 と し た こ と 。
なお ， 第 2 次 の学 力 検査 等 の 日程， 試験場 及 び 出 願
手続等 の 細 目 を 記載 し た 学生 募 集 要項 に つ い て は ， 本
年 12 月 上旬 ごろに 発表す る 予 定 で す 。
昭和59年度富山大学入学者選抜 に関す る 要項
1 . 学部 ・ 学科等 の 内 容 及 び入学定員
寸A且ー， 音日 学 科 ・ 課 程 入学定員 専 攻 講 座 又 は 学 科 目
哲学， 日本 史学， 東洋 史学， 西洋史学， 考古学，
人 文 Aナ以． 科 90 履
修
人文地理学， 文化人類学， 言語学， 比較文化
人文学部 コ 国語国文 学， 朝鮮語朝鮮文学， 中 国 語中 国 文学，
圭 ロ五口 λナ且， 文 λ寸＂： 科 80 英語英米文学， ド イ ツ 語 ド イ ヅ文学 ，ロ シ ア 語 ロス
シ ア 文 学， 比較文学
国 語， 社会， 数学， 理科， 音楽， 図 画工作， 体 育，
小 学 校 教 員 養 成 課程 140 
専
家庭， 教 育学， 教 育心理学
攻 国語， 社会， 数学， 理科， 音楽， 美術， 保健体 育，
教 育学部 中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 
教 家庭， 技術， 英語
養護学校教員 養成課程 20 科 特殊教 育
幼 稚国教 員 養 成 課 程 30 幼 稚 園 教 育
t主 済 寸λ且d． 科 1 20 経済原論第一， 経済原論 第 二， 経済 史， 経済政策， 金融
論， 財政学， 統計学， 経済地理学， 社 会学， 経営学， 流
経済学部 経 件昌以， A十iゐ 科 120 通論， 財務会計， 管理会計， 経営工学， 経営環境論， 国
際経営論， 人事管理論， 経営実務論， 基礎 法， 財 産法，
経 メ邑"- 法 十,tl4 科 60 企業関係 法， 倒 産関係 法， 社会 法， 国 際取引法
代数学 及び幾何学， 解析学， 数理統 計学， 応用 解析学 及
数
Aナu. 科 40 
び電子 計算機論
物 理 ナAムι
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学 音日 学 科 ・ 課 程 入学定員 専 攻 ， 講 座 又 は 学 科 目
化 十Aムん 科 40 物理化学， 構造化学， 分析化学， 有機化学， 天然物化学
理 学 部 生 物 民寸んー 科 30 形態学， 生理学， 細 胞生物学， 環境生物学
地 E求 科 守主主主一． 科 30 地殻構造学， 地殻進化学， 陸水学， 雪氷学
ξ.lt 気 工 Aナ旦， 科 50 電 気理論， 電 気機器学， 電 力 工学， 通信工学， 制御工学
有機工業化学 ，有機合成化学， 無機 工業化学， 応用 物理
工 業 fじ 1会子主主． 科 45 
化学 ，環境化学
金 属 工 学 科 40 金属材料学， 金属加工学， 鉄冶金学， 非鉄冶金学
機 械 工 A十以． 科 50 材料力 学， 機械 力 学， 流 体工学， 熱工学， 動 力 熱工学
工 学 部
生 産機 械 工学 科 40 切削加工， 工 業計測， 塑性加工， 制御機器
化 品ナゐ 工 且寸ι一 科 40 反 応工学， 拡散単位操作， 機械的単位操作， 輸送現象
基礎電 子工学， 応用 電子工学， 電子 素子工学， 電 子回 路
電 子 工 寸悼ん. 科 40 
工学
士t 通 講 座 応用 物理学， 応用数学， 情 報処理
メ口E、 日十 1 , 1 95  
2 .  入学者選抜方法等 並びに 第 2 次 の 学 力 検査実施教科 ・科 目
別 表 I· IIの と お り (12買～15頁に掲載）
3 .  学生募集要項 （ 細 目）の 発表
募 集 人 員 ， 出 願 期 日 ， 第 2 次 の 学 力 検査等の実施期 日 ， 試験場等の細 目を記 載 し た 学生募集要項は ， 1 2 月 上
旬頃に 発表の予定 で あ る 。
4 .  共通第 1 次学 力 試験及び第 2 次 の 学 力 検査の 配点
且すLー 音E 共通第 1 次 学 力 試験 第 2 次 の 学 力 検査 l口入 言十
人 文 学 部 500点 400点 900点
経 済 学 部 （ 各教科 100点 ） 300点 800点
教 育 学 部 1 , 000点
理 旦寸らー 部 400点 1 , 400点
工 且寸2ー． 音E （ 各教科 200点 ）
備考 第 2 次の学力検査の各科 目 ご と の 配 点 は ， そ れ ぞ れ 200点 （ 経済学部は 300点 ）
であ る 。 た だ し ， 国語に つ い て は ， 現代国語及び古典 I乙併せ て 200 点 （ 教育 学






共通第 1 次 学 力 試 験 ｜ 第2次の
国 語｜社 会 ｜数 学｜理 科｜ 外 国語｜学力検査
よ入
口 計
理学部物理学科 200点I 200点I 40 0点I 400点I 200点 1,400点
人 事 異 動
異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 ’合,..,. 任命権者
昇 任 58 7 1 鈴 木 正 昭 助教授（理学部） 教授 （ 理学部 ） 文部大 臣
II 畠 山 豊 正 講師 （ 工学部 ） 助教授 （ 工学部 ） II 
II 山 淵 龍 夫 II II II II II 
転 任 58. 6. 16 高 橋 春 男 用 務員（ 経済学部 作業 員 ） 用務員 （経営短期大学部作業員） 富短期山大大学
学
部経学営長
II 藤 井 伸 市 II （経営短期大学部作業員） II （経済学部作業員） 富 山 大学 長
配 置 換 II 花 田 博 子 事務補佐員（ 経理部主 計課） 事務補佐員 （ 学生課 ） II 
II 横 江 厚 子 II （ 学生 課 ） II （ 経理部主 計課） II 




｛井 任： 58 5 2 楠 i頼 勝 教授（人文学部） 人文学部長・評議員（58.5.2～60.5.1) 文部大 臣
58 7 .  1 浅 井 -::'... 口,- II II 保健管理センター所長（58. 7 .1～60.6.30 II 
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別表I 昭和59年度富山大学
第 2 次 σ3 学 力 検 査 等 推 薦
選抜
方法等 実 技 検 査 等 2 段 階 選 抜 入学定員の一部について， 出身学力検査を免除し調査書を主な資料
主として， 調査 第 l段階の選抜 実






























（音楽， 美術， × 。 × × × × × × × 
保健体育専攻）
j斉 寸＝ー 音E 。 × × × × × × × 。
数 幹十ゐ 科
化 ：鼻子血． 科 。 × × × × × × × × 生 物 』ナゐ 科
地 球 科 十,,,,. 科
物 理 ぷ十ゐ 科 。 × × × × × × × × 
一，岩一，ー 音E 。 × × × × × × × × 
備 考 1. 調査書に③標示を希望する。 （入学者選抜方法の研究資料として利用するため。）
- 12 -
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入学者選抜方法等
入 且寸ん一 第 2 次 募 集
帰国子女， 社会人の
校長の推薦に基っき， 学 ための特別の選抜 入学定員の一部についてあらかじめこれを
として判定する 留保し， これについて第2次募集を行う
技 検 査 等 実 技 検査等 入学定員 備 考推薦入学 に欠員等
帰 帰国子 社 社会人 第2次 第2次 が生じた募集人員 女の募 の募集 の学力 募集人 場合に第面接小論文 国 集人員 i広b、 人 員 実技検面接小論文
を課す その他 （又は比率） （又は （又は 検査を 査を課 を課す
員（又 2次募集
子 課する は比率） を行うを行う る 女 比率） 人 比率） する を行う る
× × × × × × × × × × × × × × 
× × × × × × × × × × × × × × 
（下記参照）
× × × × × × × × × × × × × × 
。 。 × 以1 5 名内 × × × × × × × × × × 
× × × × × × × × × × × × × × 
× × × × × × × × × × × × 10名 × 
× × × × × × × × × × × × × × 
なお， 小論文については， 論文作成のための資料の一部は英文で提示する。
また， 推薦入学の不合格者は， 一般の入学志願者として第2次の学力検査を受けること
ができる。 ただし， そのためには， あらかじめ， 共通第1次学力試験を受験しておくこと。
詳細については， 12月上旬頃発表予定の学生募集要項を参照のこと。
5. 理学部物理学科の第2次募集では， 第2次の学力検査は行わず， 共通第l次学力試験，
調査書及び健康診断を総合して判定する。
qu 可’A
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別表II
昭和59年度 富山大学 入学者選抜
（ 学 教 育 学 書店
科
ナ,D-4 
部 小 学校教員養成課程 中 学校 中 学 校 中 学 校 中 学 校T
攻
司T王
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数回目 目 目 目 目 目 目
現代国語 。 。 。
国 言ロ五ロ 2 トーーー一一一 2 トー一ー一一一一 2 トー－ー『ーーー ヤーーーーーーーーー ヤーー』ーーー一ー ドー一一一一
古典I乙 。 。 。
数学I B 。 。 。 。
数 寸..，，」与 トーーーーーーー 1 F一一一一一 ト一一一一一一一一 2 ←『一一一一 1 トー一一一一一一一 一
数 学III 。
物 理 II 。
一 一 一 r-一一一一一一一一 十一一一一一一一一 ト一一一一一一一一
化学II 。





外国 語 1 一 一 一
ド イ ツ 言苦 。 。
＋ てrs: 体I 音楽実技 。
一 トーーー一一回ーーー 一 一 一 1 一
保 健 美術実技 。
専
志望
攻一 一 一 一 F一一一ーー ト一一一一一一一一一体 育 体育実技 。 の l科目
l口:;._ E十 4 3 3 3 2 2 2 2 5 2 1 1 3 1 
備考 Oは必ず受験しなけれは、ならない科目を， Oは選択科目を示す。
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第2次の学力検査実施教科・科目
理 A十且． 部 工 ：主子主． 部
電気工学科
地球科 機械工学科 工業化学科 金属工学科
数 学 科 物理学科 化学 科 生物学科 生産機 械
寸A主ゐー 科 工学科 化学工学科 摘 要
電子工学科
出 戸験ムιー． 出 ，音X
豆
量4 句 出 月i














題 題 題 題 題 題 題 題
干キ
科 科 科 科 科 科 科 科 科
数
目




目 目 目 目 日 目 目 目
国語の現代国語と古典




。 。 。 。 。 。 。 。 専攻を第2志望とする場
一 2 一 1 一 1 ヤ『ーー回目－ 1 ド一一一一一一一一一 1 ト一一一一一一一ー一 1 1 一 1 合は． 第l志望の受験科
。 自のほかに第2志望の受
験科目を受験しなければ
。 。 。 。 ならない。
ただい数学及び理科一 一 一 一 トー』一一ー一ーー一 ト一一一一一一一一 トー－ー一一一ーー 一
専攻相互間並びに音楽，
。 。 。 。 美術及び保健体育専攻相
一 トー一一ーーー 1 ドー一一一ー 1 1 一 1 一 1 1 1 互問の第2志望はできな
。 し、。









ト一一一ー一ーー一 一 一 一 I-ーーー一一ー一 ト一一一一一一一一一 ←一一一一 一 2志望を認める。
一 一 トーーーーーーー 』ーーーーー一一一 一 一 一 一
2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 2 2 3 2 
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＠居間泡喧田@.QDfil
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間
昭 和58 年度科学研究費補助金
ケニ ア ， ブル ン デ （ 海外学術調査 ） の研究分担 58 . 6 .  25 
人文学部 助 教授 赤阪 賢 ィ ， ザイ ル， ル
者 と し て 「 ス ワ ヒ リ 語圏 に お
ワ ン タ け る 多 言言吾使 用 と 『ス ワ ヒ リ 58 . 1 1 . 1 5  
化』に 関 す る 比較調査 （ 第 二
次 ） 」に 従事の た め
外 国 出 張
理 学 部 E力 手 中村 真核生物の 繊毛 ・ 鞭毛運動機
58. 6 .  30 
省吾 ア メ リ カ 合衆 国 構 の 研究 の た め 59 . 5 .  3 1  
公 海 上 海洋の 基礎研究， 特 に 海底 の 58 . 6 .  24 
教 養 部 教 授 藤井 昭 二 地質， 地球物理学的研究 の た
中華人 民共和国 め 58 . 7 .  8 
ア メ リ カ 合衆 国 逐次分析方 法 に よ る 推定問題
58 . 6. 17 
経済学部 助教按 高橋
カ ナ 夕、 の研究の た め 58 . 8 .  20 
武井
リ ス ク 理論 の 調 査研 究 及 び第 58 . 6 .  13  
II II 勲 ア メ リ カ 合衆国 76 回 BOMA イ ン タ ー ナ シ ョ ナ
ル年次総会出 席 の た め 58 7 .  6 
海外研修旅行 太陽 フ レ ア ー の特別研究集
会，
国 際天文連合 シ ン ポ ジ ウ ム 58 . 6. 13  
工学 部 II 坂井 純一 II （ 第
1 07 ） ， チ ャ ッ プマ ン 会議
に 参加 講演のた め 及 び フ レ ア
一 時 の磁気再結合 と 加速機構
58 . 10. 1 1  
の研究討論の た め
教 養 部 ＝原 健一 言 語学 セ ミ ナ ー 参加 及 び 資料
58 . 6 .  24 
II II 
収集 ・ 生 成意味論研究の た め 58 . 8 .  18 
昭和58年度富山大学公開講座の実施
本 学 の 実施す る 公開講座 は ， 昨年 1 1月に 「 富 山 大学
公 開 講座規 則」が新 た に 制 定 さ れた こ と に 伴ぃ， 従来
学部等 の 企 画 に よ り 実施 さ れた 講座 を 更に 拡 充 し て ，
全学的規模 の 講座 を 実施 す る た め 公開講座委員 会が置
か れ， ま た ， 従来 ど お り 学部等 に お い て も 実施 で き る
こ と と な り ， 実施 の主体が 2本立 て と な り ま し た 。
こ の こ と に よ り， 今年度 は 全学的講座 と し て ， 「 現
代 を 考 え る 」， 「現代の コ ミ ュ ニ ケ ー ション 」 ， 「 健
康 ・ ス ポー ツ 教室 （ ジョギ ン グ ・ 体操 ・ 硬式 テ ニ ス ） 」
の 3 講座 を ， ま た ， 学部等の実施す る 講座 と し て ， 教
育学部 の 「 バ ド ミ ン ト ン ・ テニス教室」 ， 教養 部 の 「 生
き る 」 の 2 講座が実施 き れ る こ と に な り ま し た 。
各講座 の企画 内 容 は 次の と お り です。
phv 
昭和58年7月1日発行 学 報 第236号
昭和58年度富山大学公開講座
－現代を考えるー
我々が生活 し てい る 現代 が ど の よ う な 時代 で あ る の か 。 ま た ， 学聞の進歩 が我々の生活 と ど の よ う な か か わ り を
持 っ て い る の か 。 こ の よ う な 観点 か ら 身 近 か に 起 こ っ てい る 現象 を 分析 し ， 多 角 的 に 現代 に ついて 考 え た い。
（ 講座 の 名 称 ） 現代 を 考 え る 。
（ 開 設期 間 ） 昭和58年 10 月 1 1 日 （火）～ 1 2 月 1 日 （木）
（ 開 設 日 数及び時 間 帯 ）
1 5 日 間 ， 毎週火 曜 ・ 木曜 の 午 後 6 時 ～ 8 時
（ 募 集 人員）
（ 会 場 ）
（ 受 講 料 ）
先着順100名
富山 大学教養部20 1 番教室
3,000円 （ 講習料の分納 は で き ま せ ん 。 な お ， 既納 の 講習 料 は 還付 し ま せ ん。）
（ 申 込 期 間 ） 昭和 58年9月1 日 ～ 9 月 30 日
（ 申 込み ・ 問合せ 先 ） 富 山 市 五福3190 富 山 大 学庶務部庶務課 ま で Tel41 - 1271 （ 内 線205, 206 ) 
（ 講 座 内 容 ）
回 数 期 日 所属 ・ 職名 氏 名 3果 題
1 10 月 1 1 日 （刈 人文学部教授 本田 日L 現代に お け る 価値観の 多様性に ついて
2 13 日 制 （ 同 上） （ 向 上 ） （ 同 上 ）
3 1 8 日 （刈 経済学部講師 飯田 剛史 現代社 会 と 宗教
4 20 日 （本） （ 同 上 ） （ 同 上 ） （ 同 上 ）
5 25 日 （火） 経営短期大学部助教授 芳賀 健一 発展途上国の金融危機
6 27 日 （本） 教育学部助教授 山 本 都久 現を代寸’心社、に会のして人 間ー関係－r抜助行動J




8 8 日 （火） 工学部教授 吉田 )II員作 磁気記録工学 の 動 向
9 10 日 （本） 教養部教民 河野 昭一 自 然保護 の 問 題
1 0  1 5 日 （刈 （ 向 上 ） （ 同 上 ） （ 同 上 ）
1 1  17 日 （木） 富 山 大学長 相P田 友道 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 発展
12 22 日 （火） 理学部教授 高 木光 司 郎 レ ーザ一光線 に つい て
13 24 日 （本） トリチウム科学センター教授 渡辺 国昭 トリチウ ム と核融合
14 29日（火） 教育学部教授 中川 H年 健康 と 栄養 一過去か ら 現 在へー
1 5  1 2 月 1 日 （本） （ 同 上 ） （ 同 上 ） （ 同 上 ）
昭和58年度富山大学公開講座
－現代のコミュニケーションー
‘ 83年 は 国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 年 と い う こ と で も あ り ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 多面 的 に と ら え ， ま ず ， “は じ
め に コ ト パあ り き ” と いわ れ る よ う に 言 語 ・ 文字の 発 明 が コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン の 原点 で あ り 人類文化 の 原 点 で も あ
る こ と か ら 文化 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い っ た 分野に 始 ま り ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技術 の 最近の動 向 ， コ ン ビ ュ ー
タ ー を 中 心 と す る 現代の 情報化社会に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の種々の様相の 解 明 ， 更に 記録 ・ 記憶を 時 間軸上
でと ら え た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ と 発展 さ せ て ， 「 現代の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の 多彩 な 全体像 を 探 っ て み た い。
弓J
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（ 講座 の 名 称 ） 現代 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
（ 開 設 期 間 ） 昭和58 年 1 0 月 12 町村～ 1 1月23 日 （水）
（ 開 設 日 数及 び時間帯 ） 19 日 間 ， 毎週月， 水， 金 曜 の 午 後 6 時 ～ 8 時
（ た だ し 1 1 / 23は 午 後 1 時 ～ 3 時， 同 3 時30分～ 5 時30分の 2 回 ）
（ 募 集 人 員 ）
（ 会 場 ）
（ 受 講 料 ）
先着順 100名
富 山 大学工学部会議室 （ 高 岡 市 中 川 園 町 1 - 1 )  
4 , 000円 （ 講習料の分納 は で き ま せ ん 。 な お， 既納 の 講習 料 は 還 付 し ま せ ん 。 ）
（ 申 込み 期 間 ） 昭和58 年 9月 1 日 ～ 9月30 日
（ 申 込み ・ 問 合せ 先 ） 富 山 市 五福3190 富 山 大学庶務部庶務課 ま で Tel41 - 1 27 1  （ 内 線205, 206 ) 
（ 講 座 内 容 ）
回数 期 日 所属 ・ 職名 氏 名 課 題
1 1 0 月 1 2 日 休） 人文学部教授 和崎 洋一 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 人類文化
2 14 日 幽 人 文学部助教授 鈴木 敏 昭 言 語 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
3 17 日 （月） 工学部教授 四 谷 平治 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る情 報
4 19 日 （＊l 人 文学部助 教授 藤本 幸 夫 世 界 の 文字 と 言 語
5 2 1 日 幽 理学部教授 広 岡 公 夫 地ーー 殻シ 構ョ
造ン に み る 古 代 と
の コ ミ ュ ニ ケ





う のコ イミ ュン ニパ ケク トー
7 26 日 （ポ） 経 済学部助教授 武井 勲 経済活動 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
8 28 日 闘 経営短期大学部助 教授 篠原 厳 行政 と 国 民 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
9 31 日 （月） 理学部教授 水 谷 義彦 な向 然ど 水l司位と 7
の
6 素対 話の 利
に
用
お け る ト リ チ ウ ム
10 1 1月 2 日 休） 工学部助教授 島崎長一郎 化 学ンノ
工学 に お け る 情 報 と コ ミ ュ ニ ケ一一 ョ ン
1 1  4 B 幽 工学部教授 若林嘉一郎 変学かぼらう 市し民つへつのあコるミ化ュ学ニ工ケ 業ー シ（ 化ョ ン学） 工
1 2  7 日 （［1) 教養部助教授 梅村智 恵 子 言 外 の 意味と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
13  9 日 レド） 教育学部助教授 宮崎 十ト｜弘 教育 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
14 11 日 （剣 保健管理セ ン タ 一 教授 中 村 問。 心霊 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
1 5  14 日 （月） 工学部非常勤 講 師 美細津 博 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技術の動向
1 6  16 日 （水） 工学部教授 多々 静夫 ア ル ミ と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
17  18 日 幽 II 風巻 恒 司 エ ネ ル ギー と 文明
18 2 1 日 （月） II 八 木 寛 生体電子工学 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
19  23 日 （水） 工学部助教授 松田 秀雄 最近の コ ン ビュ ー タ ー













戦 後 の機械文 明 の 著 し い 発達 は ， 我々 か ら 身体活動 の 機会 を 除 々 に 減少 さ せ た 。 そ し て ， 国 民の 多 く は 日 常生 活
の 中 で運動不 足 を 感 じ ， 体 力 不 足 を 痛感 し て い る 。 こ の よ う な 社会背景 を 反 映 し て ， 今 回 国 民 の健康 ・ 体 力 に 対 す
る 関心 は 急激に 高 ま り ， テ ニ ス ブー ム ， ラ ン ニ ン グブー ム な ど と ス ポー ツ 熱 も 隆盛 を き わ め て い る 。
し か し ， 本 来健康 を 目 的 と す る は ず の 運動が， そ の正 し い科学的知識 と ト レ ー ニ ン グ方 法 を 身 に つ け て い な い が
た め に 故 障や疾病 を 招 い て い る こ と も 事実 であ る 。 こ の 講座 は ， 運動不 足 に な り が ち な 婦 人 及 び中 ・ 高年者 を 対象
に ， 硬式 テ ニ ス ， 体操及び ジ ョ ギ ン グの 3 コ ー ス を 設け ， 健康の維持 ・ 向 上 の た め の 専 門 的知 識及 び ト レ ー ニ ン グ
方 法 を 学 習 す る こ と を 目 的 と す る 。
00 
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（ 講座 の 名 称 ） 健康 ・ ス ポー ツ 教室
（ 開 設 期 間 ） 昭 和 58年 8 月 21 日 （日） ～ 9 月 4 日 （日） の う ち の 下 記 日 程の 8 ～ 9 日 間
（ 開 設 コ ー ス ・ 募集 人 員 ・ 受 講対象等 ）
開 設 コ ー ス 名 募集 人 員 受 講 対 象 者 イ脂 考
硬式 テ ニ ス コ ー ス 40名 初 め て ラ ケ ッ ト を 持つ婦 人初心者 テ ニ ス シ ュ ー ズ と ボール 2 ケ持参，ラ ケ ッ ト は 貸 出 可
体 操 コ ー ス 20名 中 ・ 高 年 齢の 男 女 日 頃 運動 を す る 機 会 の な い 65オ までの 中 ・ 高 齢者
ジ ョ キ ン グ コ ー ス 20名 一般 男 女
。（ 日 程 ・ 開 講時 間 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ O 印 は 2 時 間， 。 印 は 4 時 聞 の 講座 と な り ま す 。
ご？＼どす
8/ 9 1  
21 （日） 22（月） 23（刈 24刷 25肘 26幽 27出 28（日） 29（月） 30（刈 31肘 1( 村 2 �鈴 3 仕） 4 （日） 言十
硬式 テ ニ ス コ ー ス 。 。。 。 。 。 。 。
。
。 20時 間
体 操 コ ー ス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 20時 間。
ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 。 。 。 。 。 。 。 。。 20時 間。
（ 注 ） 硬 式 テ ニ ス 及 び体操 コ ー ス は 午前 9 時か ら ， ジ ョ ギ ン グ コ ー ス は 午前 6 時 （ 初 日 の み 午前 9 時 ） か ら
開 講 し ま す 。
（ 会 場 ） 富 山 大学教育学部第 3 棟 第 1 6講義室 （ 初 日 の 集 合場所）
富 山 大学体育館 ・ グ ラ ウ ン ド ・ テ ニ ス コ ー ト （ ジ ョ ギ ン グ は 校 外 で行 う こ と も あ り ま す。）
（ 受 講 料 ） 2 , 000円 （ 講 習料の分納 は で き ま せ ん 。 な お ， 既納 の 講習 料 は 還付 し ま せ ん。） な お ， 他 に 実 費 を
徴収す る こ と も あ る 。 ）
（ 申 込 期 間 ） 昭和58年 7 月 25 日 ～ 8 月 1 3 日
（ 申 込 み ・ 問合せ 先 ） 富 山 市 五福3 , 190 富 山大 学庶務部庶務課 ま で Te141 - 1 271 （ 内 線205, 206 ) 
（ 講師 及 び講座 内 容 ）
｜ 硬式 テ ニ ス コ ー ス ｜ 教育学部助教授 山 下 三郎， 教養部助教授 北 村 潔和
体力 診断 及 び体 力 増進法， ス ト ロ ボ等 に よ る 技術 診断， 実 技 では 各 種 ス ト ロ ー ク ， サ ー ブ， ボ レ ー ， ス マ ッ シ
ュ 等 の 基礎技術 と ゲー ム の進め方
｜ 体 操 ｜ 教育学部教授 河野 信 弘
関 節 の 動 き を よ く す る 体操， 内 臓 の 働 き を よ く す る 体操， 体 力 を つ け る た め の体操， 姿勢 を 正 し く す る 体操，
自 分 で で き る マ ッ サ ー ジ 法な ど健康生 活 を 保つ た め に 体操 を 利用 す る 方 法
｜ ジ ョ キ ン グ ｜ 教育学部助教授 山 地 啓 司 ， 教養部助教授 福 田 明 夫
ウ ォ ー ミ ン グア ッ プの方法， ト レ ー ニ ン グ方 法 と ス ケ ジ ュ ー ルの 作 り 方， 走 り 方， コ ー ス の選定法， シ ュ ー ズ
の選 び方， レ ー ス へ の 参加 と 準備 の進め 方 な ど
昭和58年度富山大 学教育学部公開講座
ーバ ド ミン ト ン ・ テニ
ス
教室 －
近次， バ ド ミ ン ト ン ， テ ニ ス は 小学校及 び 中学校 の ク ラ ブ活動 に お い て 年 々 盛ん に な っ て き て い る 。 し か し ， そ
の普及指導の段階 に あ っ て は ， 技術体系や指導法が確立 さ れ て い な い た め， 指導育 成 の 面 で十 分 な 成果 を あ げ な い
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ま ま であ る 。
本講座は， 小 ・ 中 学校 の 必修 ク ラ ブの う ち ， バ ド ミ ン ト ン ， テ ニ ス コ ー ス の指導 を 受け持つ教諭 及 び将 来 こ れ に
携 わ る こ と が予 想 さ れ る 教諭 な ど の 初心者 を 対 象 に 技術修得 と 指導 法 に つ い て 学習 し ， 資 質 の 向 上 を 図 る 。
記
（ 講座 の 名 称 ）
（ 開 設 期 間 ）
（ 開 設 日 数 ）
（ 募 集 人 員 ）
（ 会 場 ）
（ 講 習 料 ）
会崎一，ー 報 第236号
バ ド ミ ン ト ン ・ テ ニ ス 教室 （ 小 ・ 中 学校現職教諭，）
昭和58年 8 月 8 日 ～ 8 月 12 日
4 日 間 （ 8 月 8 日 ～ 10 B の 3 日 間 と ， 1 1 日 又 は 12 日 の い ず れか 1 日 を 選択 ） 午前 8 時 ～ 正午
ノ 〈 ド ミ ン ト ン コ ー ス 40名 ｝｝ （ 先着 順 ）
テ ニ ス コ ー ス （ 軟式 ） 30 名 j
富 山 大学体育館 （ 第 l ， 第 2 ） 及 びテ ニ ス コ ー ト
富 山 市五福3190 電話0764 - 41 1 27 1  ＝ 富 山 駅 よ り パ ス 又 は 電車で 15分， 駐車場有 り ＝
2 , 000円 （ 全期 間 ）
講習料の分納は で き ま せ ん 。 な お， 既納 の 講 習 料 は 還付 し ま せ ん 。
（ 受付期 間 及 び場所 ） 7 月 27 日 ～ 8 月 3 日 （ 日 曜 日 を 除 く ） 富 山 大学教育学部庶務係
（ 日 程及 び講師 ）
区 分 月 日 日程 講 師 ｛蔚 考
1 日 目 8 月 8 日 月 ノ ぐ ド ミ ン ト ン コ ー ス 集合場所
2 日 目 8 月 9 日 火 富 山 大学教育学部 毎 日
3 日 目 8 月 10 日 7_/\_ 教授 田 中 久雄 第 1 体育 館
4 日 目 8 月
















孝学部8 1 2 日
（ そ の 他 ） 講習料以 外 に 傷害保険料 1 00 円 ， 実 技消 耗品900 円 の 計1 , 000円 を 徴収 い た し ま す 。
携行品 と し て ， バ ド ミ ン ト ン ラ ケ ッ ト 又 は テ ニ ス ラ ケ ッ ト ， 並 びに 運動靴 （ テ ニ ス コ ー ス 受 講 者
は 必ず テ ニ ス シ ュ ー ズ ） を 御 用 意願 い ま す。




現代 人 の 家庭， 職業及 び地域生 活 に お い て 直面 し て い る 問題 の 多 く は 人 聞 の 内 な る 心 と 精神 の持 ち 方 に つ な が っ
て い る 。 今 回 の 講座 は ， 人 間 と 宗 教 を 軸 に す え て 現代社 会 の 問題 を 各学問分野か ら 考察す る 。
記
（ 講座 の 名 称 ）
（ 開 設 期 間 ）
（ 開 設 日 数 ）
（ 募 集 人 員 ）
（ 会 場 ）
（ 受 講 料 ）
生 き る
昭和58年 1 0 月 1 2 日 ～ 1 1 月 16 日
15 日 間 午後 6 時 ～ 午後 8 時
80名 （ 先着順）
富 山 大学教養部20 1番教室
富 山 市五福3190 電話0764 4 1 - 1271  ＝ 富 山駅か ら パ ス で1 5分， 駐車場有 り ＝
3 , 000円 （ 全期 間 ）
受講料の 分割 及 び返納 は で き ま せ ん 。
（ 受付期 間 及 び場所） 9 月 26 日 ～ 10 月 1 2 日 （ 日 曜 日 は 除 く ） 富 山 大 学教養部庶務係
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（ 講義 日 程， 講 師 名 及 び題 名 ）
報 第236号
番号 月 日 Bit 講 師 名 専 攻 題 名
1 1 0 月 1 2 日 * 岡 村 信孝 哲 ヴλuー． 現代 に 於 け る 生 と 倫理
2 10 月 1 4 日 金 杉 本 新平 倫 理 学 生 活 と 工芸文化
3 10月 1 7 日 月 観 山 雪 陽 哲 ：主子込1. 現代 と 宗 教








か ネ ズ ミ と 人 間』
文学ア『 の 春中ダの 日 常 性ト5 1 0 月 2 1 日 金 別 本 明 夫 ド イ ツ 語 一 一 ル ベ ル ・ シ ュ ラ イ フ タ ー
の ノI、 日 和 』 を 中 心 に ー
6 10 月 24 日 月 勝野 良 一 フ ラ ン ス 語 現代 フ ラ ン ス 推理小説 2 つ の 顔
7 1 0 月 26 日 7.1<. 駒城 鎮ー 法 λ寸且一． 社会科学 者 と 信 仰
8 1 0 月 28 日 金 田 中 節 男 政 ；－＇口s‘ 子お且」， 資 本 主（
義
ウ
の 精神 に つ い て
ェ ー パー ）
9 10 月 31 日 月 海老原 直邦 心 理 学 「不安」 と 「知」 の か か わ り
10  1 1 月 4 日 金 稲土亘 ｛呆彦 保 健 体 育 か ら だ と こ こ ろ
1 1  1 1 月 7 日 月 小 島 覚 環 境 科 学 カ ナ ダに お け る 生 活 と 自 然
12 1 1 月 9 日 水 塩谷 俊作 化 且寸ιー 技術文明 と 人 間
13 1 1 月 1 1 日 金 佐藤 清雄 物 理 学 物理 史 に み る 客観認識
14 1 1 月 1 4 日 月 藤井 昭二 地 Aナ且． 旅 に 出 て 憶 う こ と
1 5  1 1 月 1 6 日 7.1<. 全 員 ／／ ノ f ネ jレデ ィ ス カ ッ シ ョ ン
主催 富 山 大学教養部
行政監察官 に よ る 実地監察
去 る 6 月 7 日 （刈か ら 10 日 （針 ま での 4 日 間 に わ た っ て
富 山 行政監察局 に よ る 本学理学 部 及 び工学部 に お け る
毒物 ・ 劇 物 の 管理， 処分に 関す る 監 察が行わ れ ま し た 。
こ れ は ， 国 立大学等 で使用 さ れ る 薬 品 類 の 中 で， 毒
性の 高 い も の や 危 険性 の 多 い も の が相 当 量 に の ぼ っ て
お り ， こ れ ら の毒 劇 物の管理状況 を 調査 し ， 適切 な 管
理 と 防 災対 策 の 推進 に 資 す る た め に 行 わ れ た も の で あ
り ま す 。
教育実践研究指導セ ン タ ー の開所 式
富 山 大学教育学部附属教育実践研究指導 セ ン タ ー 開
所式 は ， 去 る 6 月 1 1 目 的午前 1 1 時 か ら 同 セ ン タ ー に 学
内 外の教育関係者 多数が 出 席 し て 行 わ れ た 。
ま ず， 同 セ ン タ ー長事務取扱の大津教育学部長 が あ
い さ つ を 行 い ， 「 県下 の初 等教育 界 の 交 流の 窓 口 と し
て ， 聞 か れ た セ ン タ ーづ く り を 目 指 し た い 。 」 と お 札
の 言葉 を ， 続 い て 柳 田 学長か ら ， 「 人 間 と 人 聞 を 結ぶ
教育 の 育 成 に ， 最新の機器 と 技術 を 駆使 し て 生 き た 教
育 を め ざす実践指導が 行 わ れ る こ と は ， こ の う え も な
い 喜 び で あ る 。 」 と の 式辞が述べ ら れ た 。 ま た ， 県教
育 界 各位か ら も 数 々 の祝辞 を う け 式典 は 盛況の う ち に
車冬 了 し た 。
－E4 qL 
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引 き 続 き ， 同 セ ン タ ー 屋敷教授か ら セ ン タ ー の概要
に つ い て ， 山 西 講 師 か ら セ ン タ ー の 設備 に つ い て そ れ
ぞれ説明があ っ た の ち ， 列 席 者全 員 が 山 西 講 師 の 案 内
に よ り 施 設 内 の 見学 を 行 っ た 。 先端技術の粋 を 集 め実
践教育研究 を 行 う 諸機器， 諸施 設 を 教育現場 に 携 わ る
関係者一 同 感概深 く 視察 さ れ て い た 。
同 セ ン タ ー は ， 鉄筋 2 ［者建 て 延 べ 530平方 メ ー ト ル，
総工費 8 , 500万円 を 投 じ て 建設 さ れ た 実践教育 に 関す
る 総合研究施設であ り ， セ ン タ ー 長 室， 教官研究室の
ほ か ， 1 階 に は 授業実践研究室， 映像教 材 開 発 室 （ ス
タ ジ オ ） ， 2 階 に は マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン グ （ 教授 行動
の 分析等に よ る 授業研究指導室 ） ， 訓練 プ ロ グ ラ ム 開
発室， 教材資料， 作成室 な ど 計 5 室 を 備 え て い る 。
こ の機会 を か り て 各室 を 紹 介す る と ，
「授 業実践研究室」 では T V ,  V T R , O H  R 等 の
視聴覚機器の 導 入 に よ る 授 業の分析及 び評価 の研究 と
指導， 授 業場 面 を 用 い て の 教師 の 意志決定等 に つ い て
の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 学習 を 行 う 。
「 マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン クゃ室」 では， 小 グルー プ に よ




「 映像教材 開 発室」 は ， ビ デオ 教材 の 開 発作成， 授
業実践行動 の 記録 と 編 集 を 行 う 。
「 訓 練 プ ロ グ ラ ム 開 発室」 では， 教育情報デー タ ー
ベー ス の作成に よ る 授業分析等の研究， 教材情報 の 管
理検索， 教育報処理 の 訓 練， 個 別 学 習 用 C A T シ ス テ
ム に よ る 教授 訓 練の研究 と 指導 を 行 う 。
最後に 「 教材 資料作成室」 は， 教育教材 の 開 発作成，
教材資料の収集管理 が行 わ れ る 。
か え り み る と ， 同 セ ン タ ー は 昭和54年教育学部に 設
置検討小委 員 会が発足 し て 以 来， 57年 7 月 新営工事着
工， 約半年 を 経て竣工 し た も の であ り ， 引 き 続 き 内 部
施設設備 の 充実 に 努 め 今 日 の 開 所式 を 迎 え る に 至 っ た
も の であ る 。
今後 の 同 セ ン タ ー の 使 命 は ， 学部に お い て は 大学 に
お け る 授業方法の 改善研究， 附属学校 及 び実習 協 力 校
と の協 同研究等 を 行 う 一方， 県 内 の現場教 師 の教育実
践研究 の広場 と し て 活 用 さ れ， そ の役割 を 充分 は た し
て い く こ と が期 待 き れ て い る 。
（ 教育学部 ）
稿
く 中 国 を 訪 ね て一一教育研究事情 を 中 心 に一一〉
私 は 学生部長本 田 弘教授 と 共 に 5 月 22 日 か ら 6 月 1
日 ま での 1 1 日 間， 中 国遼寧 省 の i審陽， 北 京 及 び上海 を
訪 れ， 漣 陽 では遼寧大学 と の 交流に 関す る 打 ち 合わせ
を 行 う と 共に ， 北 京 では 北 京大学 と 中 国科学院微生物
研究所， 上海では 復E大学 を 見学 し て ， 最近 の 中 国 の
教育研究事情 の一端 を か い ま 見 る こ と が で き た の で，
こ こ に 報告す る 。 な お 本文 中 に は 二三 の 資料 を 通 じ て
得 た 情 報 も 一部記載 し て ， 足 り な い 点 を 補 う こ と に し
た 。
1 1憶 の 人 口 を 擁す る 中 国 では ， 文化大革命の あ と ，
教育 こ そ が国家再建の根幹 と な る こ と が強 〈 認識 さ れ ，
回 復， 整頓， 調 整， 向上 を 教育 界 の モ ッ ト ー と し て か
か げ， 大 き な 努 力 が 払わ れ て き た 。 そ し て 紀元 2 , 000
年 を 目 標 に お い た 国 家的施策 と し て 四つ の近 代化政策
（ 固化政策 ） が う た わ れ た 。 そ れ は 科学 技術， 国 防 ，
工業， 農 業 の 近代化であ り ， 教育 も こ れ に 向 け て 大 き
く 動 き 出 し た 。 し か し ， 最近では こ の科学技術偏 重 の
教育方針に 対 し て 批判 の 声 が でて お り ， 人文社会系の
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教 育 に も 眼 を 向 け る よ う ， 少 し ず つ 是正 さ れつ つ あ る
と い わ れ る 。
中 国 の 初 中教育は わ が国 と 同 じ く 原 則 的 に は 6 ・ 3 ・
3 制 であ る 。 初 等教育 は 義務教育 では な い が， 小学校
入学時 の就学率は 90% 以上 と い わ れ て い る （卒業 時 に
は 60% に 低下 ） 。 小 ・ 中 ・ 高校生 の数 は 二億 一 子 万 人
で あ る 。 こ の数 は 人 口 比 に す る と 日 本 と ほ ほ、同 様 で あ
る 。 と こ ろ が大学生 と な る と 在学生数 は 約 百 万 人 で あ
っ て ， 日 本 の約二百 万 人 に 比べ て も 著 し く 低 い 。 中 国
では 民衆 1 , 000名 に 対 し 1 名 の割 合 の 大学生 と な っ て
い る が， わ が国 では 50名 に 対 し 1 名 の 割合であ る 。 そ
の結果大学生は エ リ ー ト 中 の エ リ ー ト と い う こ と に な
る 。 中 国 の 高 等教育機関 に は 大学， 学 院， 専科学校が
あ り 大学は 総合 大学， 学院は 単科大学 であ っ て ， い ず
れ も 4 年 な い し 6 年制 であ る 。 専科学校 は 教 員 や 技術
者養成 の学校 で， 多 く は 3 年， 一部 2 年制であ る 。 こ
れ ら 高 等教育機関 は 中 国全土 に 約 700校 （ 日 本 は 短 大
も 含め て 960数校 ） あ り ， 遼 寧省 だ け で39校 あ る と い
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う こ と で、あ っ た 。
中 国 の 大学 の毎年の学生募集 人員 は 約30万 人 で， 高
卒の わ ず か 4 % が 入学す る に 過 ぎ な い 。 入 試 は 全 国 統
一試験 （ 志望校は 5 校書け る ） で倍率 は ど の 大学 で も
著 し く 高率で、， 遼寧大学では 20倍近 く に も 達す る と い
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れ ら の受験 に 失 敗 し て も ， 多 く の 大学 では テ レ ビ 講座 ，
通信教育， 夜 間教育等 を 実施 し て お り ， そ れ ら を 受 講
で き る よ う に な っ て い る 。 遼 寧 大学で も ， 表 1 に み ら
れ る よ う に ， 学部学生 に 比 し ， 夜 間， 通信の学生 が 著
し く 多 い の が 目 立つ 。 中 国 の 高等教育 では， こ の よ う
わ れ る 。 そ の た め受験生の親 に は 教育 パパママ が 多 し に ， 働 き な が ら 学習 す る と い う 形が大幅に 定着 し つ つ
大学 入 試 の 問 題 は わ が国以上に 深刻 の よ う であ る 。 こ あ る よ う であ る 。
表 1 中国の大学の教職員 ・ 学生の構成
遼 寧 大 学 北 京 大 学 復 旦 大 学
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大学に お け る 人 員 構成 乞 遼寧大学， 北 京大学， 復
旦大学に つ い て 比較 し た の が表 1 であ る 。 後 2 者は い
わ ゆ る 重 点大学で あ っ て ， こ れ は 同 じ 国 立大学で も 国
（ 教育 部 ） が直接面倒 を み る こ と に な っ て お り ， 遼 寧
大学の よ う な 普通 の 国 立 大学 は 教育 部 の 出 先機 関 で あ
る 省 の 高等教育局 の 指 導下 に 置 か れ て い る 。 さ て ， ど
の 大学 で も 教師構成 を み る と 教授 が 少 な し ピ ラ ミ ッ
ド 型 に な っ て い る の が 目 立つ。 こ れ は 文化大革 命 の 結
果， 学者の養成が抑 え ら れ て い た こ と の 後遺症 と も み
ら れ て お り ， 現在 中 固 め 大学 で最 も 苦労 し て い る の が
教師確保 の 問 題， 特に 上級教師 の 不 足 であ る 。 教 師 の
給 与 に 職階制 は な く ， 専 ら 年令や経験 を 中 心 に 給与が
決 ま る よ う で あ る 。 大卒者は ま ず教 員 と な り ， 卒後 2
- 3 年 で助 手 ， 30オ 台 で講 師， 45オ 以 上 に な る と 付教
授 （ 助教授 ） , 55オ 以上で教授 と し ・ う の が， 一 つ の 目
安に な っ て い る と い う 。 教 師 の 給 与 は 一般労働者 よ り
やや上回 っ て い る 。 大学の 人 員 構成 で 目 立 つ 点 は 本科
2 , 778 2 , 000以上
15  135 
153 517  
480 1 , 473 約 1 , 000
417 1 ,  1 14 約 600
2 , 030 
564 
1 , 466 
3 , 750 8 , 922 キワ 6 , 000 
49 542 約 400
1 , 950 
19 , 400 
36 214 1 30 
学生数 と 教師数 と の 割 合 であ る 。 表 l に 示 し た 3 大学
で， い ず れ も 教師 1 名 当 た り 約 3 名 の 学生 を 受 け持 つ
こ と に な っ て い る 。 わ が 国 の大学の全国平均 で は 教 師
1 名 当 た り 学生約1 7名 （ 富 山 大 学 は 約 12 名 ） と な っ て
い る が， そ れ に 比べ る と 著 し く 少 な し 、 。 ま た ， 事務職
員 の教師 に 対す る 割合 も わ が国 に 比 し て 多 い 。 人 口 の
多 い 中 国 と し て は 当 然 の こ と か も 知 れ な い 。
卒業生の就職の決定 は 地方大学 の場合， 省高等教育局
が行 う 。 大学か ら の推薦意 見 を も と に し て 任命 す る の
であ る が， 遼寧大学の場合， 学生 は ほ と ん ど が 省 内 出
身 者 であ り ， 就職先 も ほ と ん ど が省 内 であ る 。 最近学
生 本 人 の 意 見 を 考慮す る と い う 制 度 も 認め ら れ る よ う
に な っ た が， そ れ は わ ず か 2 % に 過 ぎ ず ， 余程成績優
秀 で な い と 本 人 の希望 に 沿 っ た 就職 は で き な い ら し い 。
重点大学 に な る と ， 国 の要 請 に よ り 就職配分の決定が
行 わ れ る と い う 。



































(Department ）から成っている。 中文（中国文学） ，




















りたい。 中国を旅して， 農村でも都会でも， また大学
でも， 評語のような言葉の立看や掲示が非常に目立っ
た。 その中で， 「為人民服務」という毛沢東の言葉が
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寄 稿
くナ ポ リ 滞在
記〉
成 田 出 発後約23時 間 ， 眼下 に 朝 焼 の石灰岩の 山 脈 が
み え て き た 。 機 は ほ ど な く ロ ーマ ・ フ ミ チー ノ 国際空港
に 到着 し た 。 予 定 では さ っ そ く 国 内 線 に 乗 り 換 え ， 午
前 中 に ナ ポ リ 空港で共 同研究者 の デ ・ ヴ イ ン チ ェ ン テ
ィ ー ス 教授 に 出 迎 え ら れ る は ず で あ っ た 。 し か し ， イ
タ リ ア 到着 の 初 日 か ら イ タ リ ア ら し さ に 翻弄 さ れ る こ
と に な っ た 。 国 内 線の カ ウ ン タ ー では 荷物 を 引 き 受 け
た あ と で座 席 は キ ャ ン セ ル さ れ て い る か ら 次便 ま で待
て と い う 。 次｛更 は 6 時 間後の午後 4 時 であ る 。 では 列
車 で行 く か ら 荷物 を 返せ と い う と ， 荷物は す でに 積 ん
だか ら ナ ポ リ 空港 で受 け 取 れ と い う 返事 であ る 。 仕方
な く 身 の 回 り の物だけ を 持 っ て ロ ーマ ・ テ ル ミ ニ 駅か ら
ナ ポ リ 中 央駅行 き の エ ス プ レ ッ ソ オ （ 急行列 車 ） に 乗
り 込 ん だ。 確かエ ス プ レ ッ ソ オ よ り 速 い ラ ピ ッ ド （ 特
急列 車 ） が あ る は ず だ と 合席 に な っ た 腹 の 突 き 出 た 紳
士 と 話 し て い る と ， 隣 り に 停車 し て い た ミ ラ ノ 行 き の
列 車 の 車 窓か ら 二 人 の 会話 を 聞 い て い た イ タ リ ア 人 が，
そ れ な ら 8 番線か ら す ぐ に 出 る と 言 う 。 では と い う の
で と ん で行 く と そ ん な 列 車 は な し 、 。 ま た も と の列 車 に
も ど る 。 腹紳士 は ニ タ ニ タ 笑 っ て そ う か や っ ぱ り な か
っ た か 。 文 句 を 言 お う に も ミ ラ ノ 行 き の 列 車 は 出 た 後
であ っ た 。 定刻 よ り 30分遅れ で出 発 し た や 急行か 列車
に は 気 き く な ナ ポ リ 大学の経済 の 教授 も 乗 り 合 わせ，
英語 と イ タ リ ア 語 ？ の 会話がは ず ん だ。 車窓 を な がめ
る 暇 も ほ と ん と な く 3 時 間 半 後 に は ナ ポ リ 中 央駅 に 到
着 し た 。 教授 は 地下鉄の切 符 を サー ビ ス し て く れ， ナ
ポ リ 臨 海実験所の最寄 り の ピ ア ッ ツ ァ ・ ア メ デ ィ オ 駅
ま で案 内 し て く れ た 。 実験所に 着 い た の は 夕 方 5 時 で
あ っ た 。 心配 し て 待 っ て い て く れ た 秘書の フ ィ ロ メ ー
ナ 女 史 は ， さ っ そ く ア パー ト の家主 ピ ナ ルデ ィ さ ん や
デ ・ ヴ イ ン チ ェ ン テ ィ ー ス 教授 に 連絡 を と っ て く れ た 。
遅れ た 経 緯 を 説 明 す る と ， ど う し て 1 , 000 リ ラ （ 200円 ）
ほ ど チ ッ プ を 弾 ま な か っ た の か と い た ず ら っ ぽ く 笑 わ
れ た 。
ナ ポ リ でア ッ ク ワ リ オ （ 水族館 ） と よ ばれ て い る ナ
ポ リ 臨 海実験所 （ S tazione Zoolog i ca ） は 1 872年 に イ
タ リ ア に 憧 れ た ド イ ツ 人， ア ン ト ン ・ ド ー ル ン が私財
を 投 じ て 設立 し た世界 で も 一二 を 争 う 古 い 伝統の あ る
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臨海実験所であ る 。 現 在 では イ タ リ ア 政府 の 管 轄 下 に
お か れ て 準 国立の実験所に な り ， 国際性がやや う す れ
て き た が， 我が国 を は じ め ド イ ツ ， イ ギ リ ス ， オ ラ ン
ダ な ど数ヶ 国 は な お研究席 を 維持 し て い る 。 実験所は
ナ ポ リ 市 の 中 央 か ら 西 南 方 向 の ヴ ィ ッ ラ ・ コ ム ナー レ
（ 市 民 公 園 ） の 真ん 中 に 位置 し ， ヤ シ な ど の 緑 に 囲 ま
れ て い る 。 こ こ か ら は ヴ’ ェ ズ ビ オ 山， ナ ポ リ 湾， サ ン
タ ルー シ ア の 海岸， 卵城， カ プ リ 島， ゥー ォ メ ロ の 丘，
メ ル ジ エ リ ー ナ 漁港が な がめ ら れ， 市 内 で も 有数 の 風
光明 帽 な と こ ろ で あ る 。
こ の細 長 い 公 園 を は さ む よ う に 広 い 道路 が は し っ て
い る 。 壊 れか け た フ ィ ア ッ ト の 車 が騒 音 も す さ ま じ く
ぶ つ と ばす 。 車 線 は 通行量 に 応 じ て 自 由 自 在 に 変化 し ，
本 来 片 側 3 車 線 が い つ の 聞 に か 片 側 6 車線， 対 向 1 車
線 に 変 わ る 。 こ の 道路 を 横 断 し て 海側 に 出 る も 街側 に
出 る も 初め は 命 が け ， イ タ リ ア 人 に つ い て 渡 る の が精
一杯 であ っ た 。 信号 は あ る に は あ る が， 青 は 進 め 1 貫
は 進め ／ そ し て 赤 も す き を 見 て 進め ／ であ る 。 も た も
た し て い る と 前後 を 猛 ス ピ ー ド の車 に と り 固 ま れ て し
ま う 。 そ の う ち 慣 れ て く る と ， こ ち ら も 青 は 進め ／ 黄
も 進め ／ 赤 も や っ ぱ り 進め ／ ば く 進す る 車 を ス イ ス イ
ぬ っ て 横 断 で き る よ う に な っ た （ 帰 国 後 も 時 々 こ の癖
がでかか る ） 。
し か し ， 最後 ま で閉 口 し た の は 歩道 の い た る と こ ろ
に 山 盛 り さ れ た 犬 の ウ ン チ で あ っ た 。 ナ ポ リ は 噴 火 湾
を 大 き く と り 囲 む 外輪 山 に 発達 し た 街 であ る 。 市 域 の
狭 い と こ ろ に 120 万 の 人 口 を 有 し て い る た め， 高層 の
ア パー ト が林立 し て い る 。 そ の ア ノ fー ト 内 で飼 わ れ て
い る 犬や猫 の 数も こ れ ま た た い へ ん な 数 で あ り～ 毎 日
歩 道 に 排植 さ れ る ウ ン チ の 量 も 莫大 で、 あ る 。 こ れ を 踏
ま ず に 歩 く の は 至 難 の 技 で あ る 。 ち な み に 道路 に は そ
の他 も ろ も ろ の ゴ ミ が散 ら か っ て い る 。 商店 の 朝 の掃
除 は 店 内 の ゴ ミ を 道路 に 掃 き 出 し て 終 了 す る 。 小 さ な
ゴ ミ だ け では な い 。 雑貨屋 の 店 先 では 大 き な ダ ン ボー
ル が飛 び 出 し て 来 た の に 出 く わ し た 。 ち り 紙 も ア イ ス
ク リ ー ム の容器 も す べ て 道路 が ゴ ミ 箱 であ る 。 も ち ろ
ん ナ ポ リ と て 市 の清掃車が走 り ま わ っ て き れ し 、 に す る
が， た ち ま ち 元 の 木 阿嫡 で あ る 。
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と こ ろ で， 私の 今 回 の ナ ポ リ j帯夜の 目 的 は 海産動物
の ホ ヤ を 採集 し て そ こ に 含 ま れ る 微量 な 金 属 元素 を 分
析す る こ と と ， そ れ ら の 元素の役割 を 生化学的 に 検討
す る こ と 等 で あ っ た 。 実験 所に は 研 究者の他， 秘書，
事務員 ， 採集 人， 図 書室 の 司 書， 写真係， 工作係， 薬品
係， 技術員， 掃除係， 食堂 の コ ッ ク ， 水 族館の切符売
り な ど た く さ ん の 人 々 が働 い て い る 。 な か で も ナ ポ リ
臨海実験所の採集 人 は す は、 ら し く ， ナ ポ リ 湾 に 生 息す
る 海産動物の ほ と ん ど の種類 を そ の生 息場所 と も熟知
し て い る 。 採集 人頭の ピ ス ケ ー ト ラ は 週末に 翌週必要
な 動物の種類 と 数量 を 研究室 に 聞 い て 回 る 。 学名 を 書
い て 渡す と ， よ ほ ど 海が荒 れ な い か ぎ り 確実 に 採集 し
て く れ る 。 有 能 な 彼 ら の お 蔭 で ど れ だ け 私 の 研究 が進
ん だか は 言 う ま で も な い 。 超遠心機 の 技 術 員 ， ラ フ ァ
エ ロ は 大声 で カ ン ツ ォ ー ネ を 歌 い な が ら き っ ち り と 仕
事 を し て く れ， 明 る い ア ン ト ニ エ ッ タ お ば さ ん は 毎 日
山 の よ う な ガ ラ ス 器具 を せ っ せ と 洗 っ て く れ た 。 困 っ
た の は 薬 品 係 の マ リ オ であ っ た 。 日 本か ら は 生化学的
な 実験 を す る の に 最低限必要 な 薬 品 は 持参 し た 。 し か
し ， 仕事 を 進め る う ち に な く な っ て し ま い， マ リ オ に
も ら い に 行 っ た 。 塩化 ナ ト リ ウ ム や酸， ア ル カ リ 類 は
く れ る が， ち ょ っ と 高価 な 薬 品 は な ん だか ん だ と 言 っ
て 分 け て く れ な い 。 そ こ を 拝み倒 し て 少 し づっ分 け て
も ら い仕事 を 続 け て い た が， あ る 日 ナ ポ リ 大学 の テ ・
ヴ イ ン チ ェ ン テ ィ ー ス 教授 の と こ ろ に 行 く と 技術 員 の
娘 さ ん を 紹 介 し て く れ た ， 薬 品 係 の マ リ オ の 娘だ と い
う 。 翌 日 さ っ そ く マ リ オ に 会 う や， あ ん た の お 嬢 さ ん
に 会 っ た よ ， と て も き れ い な ナ ポ リ タ ー ナ （ ナ ポ リ 娘 ）
じ ゃ な い と ゴマ を す っ た 。 さ て ， そ れか ら は 薬品 庫 の
薬品 は 全 て 書類 に 書 き 込む こ と も な く 使 い放題。 必要
量以上に 配達 付 き で分 け て く れ る よ う に な っ た 。
デ ・ ヴ イ ン チ ェ ン テ ィ ー ス 教授 の と こ ろ の研究生（日
本 の 大学院生 に 相 当 ） の ロ ベ ル ト 君 は 私 の研究 を 手伝
っ て く れ た の で， 彼 と 一緒 に ナ ポ リ 大学 に も 往来 し た 。
ナ ポ リ 大学は 実験所か ら パ ス で30分 は ど の 旧 市 街 に あ
る 。 理学部 の 生物学教室 は ほ ほ、私た ち の教室 と 同 じ 規
模で， ス タ ッ フ の数 も よ く 似 て い た 。 し か し ， 学生数
は l 学年 に 250名 は ど で私 た ち の教室の 1 0倍 近 い 。 イ
タ リ ア の 大学 は ほ と ん ど が 国 立 であ る か、入学試験 は な
い 。 高校卒業 資格試験 に 合格すれば ど こ の 大学の ど の
学部に で も ホ 登録。 で き る か ら で あ る 。 卒業年 次 に は
研究室 に 属 し て卒業実験 を 行 う 。 こ の 人数 は 私 た ち の
研究室 と 変 ら な い の で不思議に 思 っ て 開 い て み る と ，
卒業実験がで き る の は 本 当 に 優秀 な学生か， 教授 と J血
報 第 236号
縁や コ ネ の あ る 学生 に 限 ら れ， 他は い理論生物学ーか を
修 め て 卒業す る の だ そ う で あ る 。 ロ ベ ル ト 君 も 教授 の
義理の 甥 であ っ た 。 中 途退学者 も か な り 多 い と 聞 い た 。
込 み 合 っ た ナ ポ リ も ち ょ っ と 効 外 に 出 る と 豊鏡 な カ
ン パー ニ ャ の農地が広が っ て い る 。 野菜や果物は 年 中
出 ま わ り 新鮮であ る 。 私 の 滞 在 し た 晩 夏 か ら 冬 に か け
て ， メ ロ ン ， ス イ カ ， モ モ ， ナ ツ メ ヤ シ ， ブ ド ウ ， カ
キ ， オ レ ン ジ と ひ き も き ら ず に 店先 に あ ふ れて い た 。
マ ス カ ッ ト に よ く 似 た ブ ド ウ は l kg 1 ,  000 リ ラ と 安 く
て お い し い 。 果 肉 の 赤 い オ レ ン ジ は 頬 張 る と 日 中 に 南
国 の 果 汁がほ と は、 し る 。 居 酒 屋 で計 り 売 り し て く れ る
ワ イ ン は 1 £ 1 , 000 リ ラ ， 時 々 シ ョ ウ ジ ョ ウ ノ 〈エカ f 入
っ て い る が赤 白 と も イ タ リ ア 料理 に よ く 合 う 。 海 の 幸
も 豊富 で生 き て い る ア オ リ イ カ ， タ コ ， 員 類， 新鮮 な
ス ズ キ や イ ワ シ ， タ イ や ボ ラ に 似 た 魚が露店 に 並べ ら
れ て い る 。 ク リ ス マ ス 前 後 は 大 き な ウ ナ ギ が 出 ま わ っ
た 。 ナ ポ リ 唯一 の 中 華材料店 で キ ッ コ ー マ ン シ ョ ウ ユ
を 手 に 入れ， 愚 妻 と も ど も 格闘 の 末作 っ た ナ ポ リ ウ ナ
ギ の カ パ焼 き は 今だ に そ の 味が舌 の 奥 に 残 っ て い る 。
イ タ リ ア 人 は 食 を 楽 し み ， 会話 を 楽 し み そ し て 友 情
を 育 て る 。 デ ・ ヴ イ ン チ ェ ン テ ィ ー ス 教授 は 何度 と な
く 自 宅や カ プ リ 島 の 別 荘 に 招 い て く れ， 奥 さ ん は そ の
都度 異 な っ た ナ ポ リ 料理 で も て な し て く れ た 。 彼の一
家 と は 犬 の カ ミ ッ ロ や猫の ミ ン マ を 含めて ア ミ ー コ （ 友
人 ） と な っ た 。 ロ ベ ル ト 君 は ソ レ ン ト 半 島， ポ ジ タ ー
ノ の別 荘 に 誘 っ て く れ， 恋 人 の オ ル ネ ッ ラ と 二 人 で仲
良 く 作 っ た ス パ ゲ ッ テ ィ ・ ポ モ ド ー ロ を 出 し て く れ た 。
た わ わ に 実 っ た レ モ ン の 木陰 で紺碧 の 海 を な がめ な が
ら の 食事は忘れ ら れな い 。
4 ヶ 月 の イ タ リ ア 滞 在 であ っ た が， 船の ス ト に 出 く
わ し て マ フ ィ ア の街ノ f レ ル モ に 真夜 中 の 1 時 に 着 い た
り ， 1 ヶ 月 近 く 続 い た 銀行 の 山猫 ス ト で、旅行小切手 を
現金化 で き ず に 困 っ た り し た 。 そ の た び ご と に 私 を 支
え て く れ た の は イ タ リ ア 人， 特 に ナ ポ リ 人 の情 熱 あ ふ
れ る 友情で あ っ た 。 再び イ タ リ ア 来訪 の機会があ れ ば，
永遠の都 ロ ー マ も ， 水 の 都 ヴ ェ ネ チ ア も そ し て 花 の 都
フ ィ レ ン ツ ェ も 差 し 置 い て 真 っ 先 に ゴ ミ の都ナ ポ リ を
目 差す で あ ろ う 。 ナ ポ リ 最後 の夜 は ボ ロ ー ニ ャ の 出 張
先か ら か け つけ て く れ た デ ・ ヴ イ ン チ ェ ン テ ィ ー ス 教
授， ロ ベ ル ト 君 そ し て ミ ラ ネ ーゼ （ ミ ラ ノ 娘） と 結婚
し た ばか り の 情 熱家ナ ポ リ 大学の荒井 勇 博士 と 大 き な
ナ ポ リ 風 ピ ッ ツ ァ を た い ら げ， 彼 ら に 見送 ら れ て 定刻
に 発車 し た ト リ ノ 行 き 寝 台 列 車 の 客 と な っ た 。 そ の 後
1 ヶ 月 か け て ， モ ナ コ の 海洋博物館 を 皮切 り に フ ラ ン
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ス の ヴ ィ ッ レ ・ フ ラ ン シ ェ ， マ ル セ イ ユ， ロ ス コ フ ，
イ ギ リ ス の プ リ マ ス の 各 臨海実験 所 を 回 I） 帰国 し た 。
想 い 出 深 い 海 外生 活 の 機会 を 与 え て 下 さ っ た 日 本学
術振興会 と ナ ポ リ 委員 会， 日 伊生物学協会， 日 本動 物
学 会 の 方 々 ， そ し て 私 の わ が ま ま を 許 し て 下 さ っ た
生物学教室 の み な さ ん に 深謝致 し ま す 。 公私両 面 でお
世話 に な っ た ナ ポ リ 臨海実験 所 と ナ ポ リ 大学 の ス タ ッ
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フ ， 特 に 実験所の ナ ル デ ィ 博士， ナ ポ リ 大学の鈴木尚
憲助教授， パ レ ル モ 大学 の オ ル ト ラ ー ニ 教授， そ し て
マ リ ー サ 嬢 に も 心か ら 謝 意 を 表 し ま す 。
砂 筆者 は ， 日 本学術振興会ナ ポ リ 臨 海実験 所派遣
研究員 と し て 昭和57年 9 月 1 5 日 か ら 昭和58年 2 月 1 1 日
ま で約 5 か 月 間 イ タ リ ア な ど ヨ ー ロ ッ パ各 国 に 外 国 出
張 さ れ ま し た の で， 特 に 寄稿 を 御依頼 し た も の です 。
保健管理 セ ン タ ー だ よ り
～ 学生生活に つ い て （ そ の 2 ) 
多 く の 学生 は ， 課 外 活動 を 抜 き に し て は 学生生活に
つ い て 考 え ら れず ， 語 る こ と が 出 来 な い と い う 。 （ 富
大生 200余名 の ホ学生生 活 に つ い て か の レ ポー ト よ り ）
今 回 は ， 学 生相談室 の カ ウ ン セ ラ ー の 立場か ら 学生
生活 と 課 外活動の関連に つ い て ， 昨年， 一昨年 に 実施
し た 意識 調査結 果 を 基 に し て 述べ て み た い と 思 い ま す 。
課 外活動に は ， 組織的 な も の と 非組織的な も の と が






＼＼主干ぞi支： 56 57 T N % N % N % 
加 入 137 62 . 3  491 75 . 8  628 72 . 4  
途 中 35 15 . 9  52 8 . 1  87 10 . 0  
未加 入 48 21 . 8  105 16 . 1  1 53 1 7 . 6  
T 220 100 . 0  648 1 00 . 0  868 1 00 . 0  
・ 途 中 群 ー 加 入 し て い た が 中 途 でや め た 群。
保健管理セ ン タ ー 講 師 高 尾 テ ル ノ
準 ず る 場 で川行われる 正課以外の活動の こ と を 意味 し ま す。
課 外活動の加 入状況は ， 意識調査の結果， 表 l の と
お り てい加 入 ク ラ ブの ほ と ん ど は 組織的 な 課 外活動です。
課 外活動 （ ク ラ ブ， サ ー ク ル， 同 好 会 ） の種類は ，
意識調査の結果か ら 体育 系45， 文化系63 と 100以上あ
り ま す 。
ク ラ ブ加 入の動機に つ い て は ， 表 2 の と お り です 。
表 2 加 入の動機 （ % ）
項 目 年 度 56 57 T 
l 自 主 的 に 60 . 6  59 . 7  59 . 9  
2 先輩， 友 人 に 勧め ら れ て 1 7 . 5  20 . l  19 . 6  
3 先生 か ら 勧 め ら れ て 。 。 0 . 0  。 。
4 行事 を 観 て （ 参加 し て ） 4 . 4  2 . 4  2 . 9  
5 . 中 ・ 高校時代に 入 っ て い た の で 1 1 . 7 10 . 6  1 0 . 8  
6 友 人 を つ く り た い と 思 っ て 2 . 9  4 . 1  3 . 8· 
7 そ の 他 2 . 9  2 . 9  2 . 9  
0 無記 入 。 0 . 2  0 . 1 
加 入 し て い た が， 中 途 でやめ た （ 表 3 ） ま た ， 加 入 し て い な い理 由 は 表 4 の と お り です 。
表 3 加 入 し て い たがや め た 理由 表 4 加 入 し て い な い理 由
項 目 年 度 56 57 T I負 目 年 度 56 57 T 
1 興味 ・ 魅 力 を 失 っ た 28 . 6  38 . 5  34 . 5  1 自 分 に 適 し た も の が な い 33 . 3  26 . 7  28 . 6  
2 身体の調子が悪 く な っ た 2 . 9  5 . 8  4 . 6  2 集 団 活動が嫌い だか ら 。 。 0 . 9 0 . 7 
3 学 習 の 時 間 カ、 な く な っ た 8 . 6  1 .  9 4 . 6  3 身体の調子が悪 い た め 0 . 0  1 .9 1 .  3 
4 . ク ラ ブ （ サー ク ル ） が解散 し た 2 . 9  1 .  9 2 . 3 4 ア ルバ イ ト の た め 時 聞 が な い 6 . 3  1 0 . 5  9 . 2  
5 .  ／＇ ラ プのあ り 方， 活動の意義に疑念を も っ た 20 . 0  1 7 . 3  1 8 . 5 5 学 習 の 時 聞 が な く な る か ら 4 . 2  2 . 9  3 . 3  
6 . 対 人 関 係 で ま ず い こ と が あ っ た 2 . 9  9 . 6  6 . 9  6 . 人 間 関 係 が わ ず ら わ し い か ら 8 . 3  1 . 9  3 . 9  
7 経j斉 的 に 負 担 に な っ た 5 . 7  1 .  9 3 . 4  7 .  ク ラ ブ （サー ク ル） の雰囲気が嫌いだか ら 2 . 1  2 . 9  2 . 6  
8 ア ルパ イ ト の た め 時 聞 が な く な っ た 8 . 6  5 . 8  6 . 9  8 . 経済的 に 余裕が な い 0 . 0  3 . 8  2 . 6  
9 な ん と な く 5 . 7  9 . 6  8 . 0  9 な ん と な く 35 . 4  38 . 0  37 . 3  
1 0 . そ の 他 14 . 2  7 . 7  1 0 . 3  10 . そ の他 1 0 . 4  5 . 7  7 . 2  
0 無記 入 。 。 0 . 0  0 . 0  0 無記 入 。 。 4 . 8  3 . 3  
－ 途 中 群 で以前加 入 し て い た ク ラ ブ
体育 系 （ 硬式 テ ニ ス， バ ス ケ ッ ト ボ ー ル他 1 7 )
文化系 （ 天文学 問 好会． 社会思想， 勢； 異 抄他2 1 )
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表 3 ， 表 4 か ら み て ， ク ラ ブに 加 入 し て い な い学生
に つ い て 、 お お よ そ 次 の 4 つ の タ イ プが考 え ら れ ま す 。
第 1 の タ イ プ一一一一課外活動 に 対 し て 無気 力 な 学生 。
第 2 の タ イ プ一一一一課外活動 に 加 入す る 意志 を も ち
な が ら 何 ら か の理由 に よ っ て 加 入 し て
い な い 学生 。
第 3 の タ イ プ一一一 一度 は加 入 し た が’席属 意 識 を も
て ず 脱落 し た 学生。
第 4 の タ イ プ 行動 の 自 由 を 最大 限守 ろ う と す
る 学生。 （ 拘 束 さ れ る こ と を 嫌 う ）
第 1 の タ イ プの学生 に 対 し て は ， 病理的現象 と し て
の ア プ ロ ー チ が必要 であ り ， 第 2 ， 第 3 の タ イ プ の学
表 5 中 学・高校時代の加入状況
項 一正一一一－－！！主竺群 加 入 途 中 未加入 T (%) 
1 .  中 学時代の み 加 入 18 26 29 2 1  
2 高校時代 の み加 入 6 9 6 7 
3 中 学 ・ 高校共加 入 66 5 1  50 60 
4 中 学 ・ 高校共未加 入 10 14 15 12  
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生 に 対 し て は， 大学 と し て 正課 外 に 催 す 講演会， 演 奏
会， 球 技大会， ス キ ー 合宿 な ど の行事に 積極的に 参加
で き る よ う な 場 を 作 る こ と が必要 で、 な か ろ う か と 思 わ
れ ま す 。 ま た ， 第 4 の タ イ プ の学生 に 対 し て は ， 図 書
館や 自 習 室， 研究室 の 充実が大切 で あ り ， ま た 一方助
言教官や学生相談 員 へ の接触 を 高 め る こ と が必要か と
思 わ れ ま す 。
中学， 高校時代の課 外活動加 入状況は ， 表 5 の と お
り です。 ま た ， 高校時代あ る い は 中 学 ・ 高 校共 に 未 加
入 の 人 で， 大学 で課 外 活動 に 加 入 し た そ の動機 は 表 6
の と お り です 。
表 6 中 学・高校共 に未加入， 高校 時代未加 入で
大 学で ク ラ ブ に 加 入 し た動機
自 主 的 に 69 
2 先輩 ・ 友 人 に ～ 1 7  
3 .  先生か ら 勧め ～ 。
4 行事 を 観 て 3 
5 .  友 人 を 作 り た い 6 
6 そ の他 5 
加 入群 の 課 外活動への参加度 に つ い て み る と ， 表 7 の と お り です。
表 7 ク ラ ブ活動 への参加度
項 目 年 度 56 57 T 
1 か な り 熱心に や っ て い る 32 . 8  32 . 8  32 . 8  
2 .  普通程度 に 参加 し て い る 49 . 6  5 1 . 5  5 1 . 2  
3 あ ま り 熱心 に や っ て い な い 16 . l  1 5 . 3  1 5 . 4  
4 そ の 他 1 . 5 0 . 2  0 . 5  
0 .  無 記 入 0 . 0  0 . 2  0 . 1 
項 目 l の か な り 熱心 に や っ て い る 約33 %の加 入動機 加 入 し た 人 は ， 熱心 に 参加 し て い る こ と が わ か り ま し
を 分析す る と ① 自 主的 に （ 62 . 2% ） ②先輩， 友 人 の勧 た 。
め ( 1 7 . 8% ） ③ 中 学 ・ 高校時代に加 入 し て い た (13 . 3 彼 ら は ， 課外活動に 何 を 求め て 加 入 し た の か ， ま た
% ） その他～ と い う 結果 に な り ， 予 想 ど お り 自 主的 に 実際に 得 た も の は 何 ん であ る の か， 表 8 の と お り です。
表 8 課外活動 で得 る べ き も の， 得 た も のは何か （複数）
年 度 56 57 T 
項 目 得 る べ き も の 得 た も の 得 る べ き も の 得た も の 得 る べ き も の 得 た も の
授 業 では 得 ら れ な い 知 織や 14 . 6  13  .1 12 . 7 16 . 1  12 . 9 15 . 4  技能か身 に つ く （ つ い た ）
2 .  教室 では 得 ら れ な い 人 間的 76 . 6  81  . 8  69 . 4  7 0  . 2  7 1  . 0  7 2  . 6  交 わ り が で き る
3 自 分 の興味 を 満 足 す る こ と 19 . 0  17 . 5 20 . 4  1 6 . 9 20 .1 17 . 0  か で き る
4 自 分 の性格や能力 が わ か り 5 . 2  4 . 4  6 . 9  7 3 6 .5  6 . 7  そ れ を 伸 ばす こ と が で き る
5 社会性 （ 協調， 責 任感， 忍 14 .6  1 6  .1 2  . 2  1 5  . 5  20  . 5  15  . 6 耐 な ど ） 身 ド つ く
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6 将 来社会の た め に 役jf.つ 人 2 . 9  1 . 5 3 . 1  1 . 4 3 . 0  1 . 4 に な る
7 学生生活 を 楽 し
す
く 意義 あ る 46 . 7  32 . 8  43 . 6  33 . 6  44 . 4  33 . 5  も の と し て す ご 、 と
8 授 業 で満 た さ れ な い 何 か が 8 . 8  18 . 2 1 1 .  8 18 . l  1 1 . l 1 8 . 2  満 た さ れ る
9 わ か ら な い 2 . 9 5 . 1  3 . 7  12 . 8  3 . 5  1 1 . 1  
1 0 . そ の他 5 . 8  7 . 3  2 . 2 1 . 6 3 . 0  2 . 9  
。 無 記 入 2 . 9  2 . 2  4 . 0  6 . 5  4 . 0  5 . 6 
項 目 l ， 項 目 2 ， 項 目 8 の 得 た も の の 比率 が 多 い と
い う こ と は ， 課外 活動へ の期待が大 き か っ た こ と を 意
味 し ， 学生生 活 に 何 ら か の 不満 を 持 っ て い る の で は な
か ろ う か と 考 え ら れ る 。
一方， 項 目 し 項 目 2 そ し て 項 目 4 , 5 な ど の 人 間
形成の 面 か ら ， 課 外 活動 に 大 い に 期待 し て い る も の が
表 9 課外活動内容について重要だ と 思われる もの （複数）
項 §一一一一一一一群 加 入 途 中 未加入 T 























， 競練 32 . 8  1 6  . 1  25 . 5  29 . 8  
3 芸 術 及 び 趣 味 を 生 か す 39 . 8  37 . 9  3 1 . 4  38 . 1  
4 学 術 研 究 の た め 1 . 8 3 . 4 3 . 3  2 . 2 
5 杜 チコιて グ〉 Tこ め 44 . 4  54 . 2  43 . 8  45 . 3  












技能の 向 上 、 1 1 . 3  4 . 6  3 . 9  9 . 3 －又 は 資 の た め
9 宗 教 ， 奉 仕 の た め 1 . 0  0 . 0  0 . 7  0 . 8  
10 . そ グ〕 他 5 . 1  5 . 7  3 . 9  5 . 0  
0 無 記 入 2 . 5  10 . 3  7 . 8 4 . 3  
N 628 87 1 53 868 
課外活動の重要性 を 正課教育 と 比較 し て （ 表 10 ） 課
外活動 が あ る 方 が よ い ， ま た 必要 と す る も の が90%以
上 も あ り ， 学 生生 活 の 中 で課 外活動が大 き な 位置 を 占
め て い る こ と に な り ま す 。
あ る と 思 わ れ る 。
課外活動 内 容 に つ い て 重要 だ と 思 わ れ る 項 目 を 3 つ
の 群に 分け て み る と 表 9 の と お り で， ス ポー ツ を 楽 し
む， 社 交 の た め ， そ し て 趣味 を 生 か す を 重要 内 容 と し
て い ま す 。
表1 0 課外活動の重要性を正課教育 と比較 して
群 加 入 途 中 未加入 T 項 目
1 . む し ろ 正課教育 よ り 重要 17 . 8  1 1 . 5  13 . 7  1 6 . 5  で あ る
2 正 課教育 と 同 じ 位重要で 46 . 5  19 . 5 26 .8  40 . 3  あ る
3 正課教育 ほ ど では な い が 22 . 3 44 . 8  22 . 2 24 . 5  必要であ る
4 そ ん な に 必要 で な い が あ 8 . 4  1 8 . 5 15 . 0  1 0  . 6  る 方が よ い
5 き ほ ど必要で、は な し ＼ な 0 . 3  1 1 2 . 6  0 . 8 く て も よ い
6 大学 に は 不 必要だ， 一 切 0 . 3  0 . 0  1 .  4 0 . 5  廃 止 す べ き だ
7 わ か ら な い 2 . 2  2 . 3 16 . 3  4 . 7  
8 そ の 他 1 .  9 2 . 3  1 .3 1 . 8 
0 無 記 入 0 . 3  。 。 0 . 7  0 . 3  
課 外 活動 の正 課教育 に 及 ほす影響に つ い て ， 加 入群
の60%近 く が何 も 影響 は な し ＼ か え っ て 勉学 の 効 果 が
あ が る と し て い ま す 。 （ 表 1 1 )
円『u円L
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表 1 1 課外活動の正課教育 に お よ ぼす影響
学
JJ'i 目 群 加 入
1 . か な り 正 課の勉学の効果があ る 7 . 3  
2 少 し は 正 課 の 勉学の効果があ る 19 . 6  
3 . 何 も 影響 は な い 33 . 0  
4 少 し は 正課の 勉学の妨 げ、 と な る 23 . 9  
5 . か な り 正課の勉学の妨 げ と な る 4 . 6 
6 わ か ら な い 8 . 4  
7 . そ の 他 2 . 7  
0 無記 入 0 . 5  
項 目 4 の 少 し 妨 げ と な る ク ラ ブは ， ボ ラ ン テ ア ， 文
学サー ク ル， パ ス ケ ッ ト 等18， 項 目 5 の か な り 妨 げ と な
る ク ラ ブは 文学， 社会思想、， 卓球等 6 種類の ク ラ ブが
挙 げて い る 。
ま と め
1 . 課 外活動 は ， 学生生活の 中 で大 き な 位 置 付 け を 占 め
て い る 。
2 . 時 に は ， 課 外活動 と 正課教育 と の 関連 は ， 車の両輸
の 如 き も の であ る 。
3 . 課 外活動や勉学 な ど学生生活 の 中 で打 ち 込む も の を
も っ た 学 生 は ， 充実 し た 生 活 を 送 っ て い る 。
4 . ク ラ ブの 目 的 ・ 目 標 がは っ き り し て い な い ， あ る い
は ， ク ラ ブで得 る も の が な い場合， ク ラ ブに 対 し て
報
表 1 2 課外活動以外の趣味 ・ 娯楽 （複数）
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項 目 群 加 入 途 中 未加入 T 
l 旅 行 14 . 3  20 . 7  13 . 7  14 . 9  
2 チ ー ム プ レ ー的 ス ポ ー ツ 12 . l  8 . 0  9 .8 1 1 . 3  
3 個 人的ス ポ ー ツ 15 . 3  1 7 . 2  2 1 . 6  1 6 . 6  
4 . 読 書 29 . 6  37 . 9  30 . 7  30 . 6  
5 . 映画， 演劇 15 .0 1 6 . 1  1 1 .  8 1 4 . 5  
6 音 楽 44 . 0  35 . 6 34 . 6  4 1  . 5  
7 美 術 1 . 8 3 . 4  2 . 0 2 . 0 
8 山 登 り ， ハ イ キ ン グ 1 .  9 2 . 3  1 . 3 1 .8 
9 ス キ ー， ス ケ ー ト 6 . 5 1 . 1 2 . 0 5 . 2  
1 0 . マ ー ジ ャ ン ， パチ ン コ 14 . 2  1 2 .  6 24 . 8  15 . 9  
1 1 囲碁， 将棋 1 . 4  1 .  1 2 . 6  1 . 6 
1 2 . そ の 他 4 . 6  2 . 3  4 . 6  4 . 4 
0 . 無記 入 29 . 3  4 1 . 4  40 . 5  39 . 7  
課外活動以 外に 自 分 の 趣 味 に あ っ た も の を 見つ け ，
途 中 群 も 未加 入群 も 各 々 生活 を エ ン ジ ョ イ し て い る 。
（ 表1 2 )
魅 力 を 失 っ た り ， ク ラ ブの あ り 方や活動 の意義 に 疑
念 を 感 じ て 脱落 し て い く も の が 多 い 。
5 人 間形成， 人 間教育 の 側 面 は ， 課 外 活動 で こ そ 養 わ
れ る の では な か ろ う か 。
カ ウ ン セ ラ ー の 立場 と し て ， 学生生 活， 課 外活動 の
実態か ら ， 大学生 の 生 き 方 の 問 題 に つ い て 共 に 考 え る




事務補佐員 木 田 悦子 （ 旧姓 細 川 ）
〈住所変更〉
教育学部
助 教 授 丹羽 洋 介


















主 要 行 事
（ 於， 国 立教育 会館 ）
本
部 ｜ 22 日 学生教育研究 災害傷害保険 説 明 会
6 月
（ 於， 名 古屋 王 山 会館 ）
1 ～ 2 日 全 国 施 設部課長会議 定期健康診断 （ 教養部 ）
l ～ 3 日 国 立大学 入学者選抜研究連絡協議会 23 日 国 立 大学長 会議 （ 於， 国 立教育 会館 ）
（ 於， 東 京 野 口 英世記 念 会館 ） 24 日 国 立大学協会事務連絡会議
2 日 部課長会議 （ 於， 国立教育会館 ）
3 日 国 立大学協 会第 3 常 置 委 員 会 第 2 回 学 則 改正検討小委員 会
会計係長会議 会計係長会議
第 5 回 学寮補導委員 会 第33 回 北陸三県 大学学生 交歓芸術祭
7 ～ 8 日 国 立学校及 び所轄機関等庶務部課長会議 運営委 員会 （ 於， 福井大 学 ）
（ 於， 東 京 医科歯 科大学 ） 25 日 親和 会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン
7 ～ 1 0 日 行監地 方 監 察 26 日 富 山大 学名 誉教授の 会例 会
7 日 北陸地区大学学生部懇話会 28 日 第 3 回補導協議会
（ 於， 金沢女子短期大学 ）
8 日 定期健康診断 （ 教育学部 ）
9 日 第 2 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集 委 員 会 文 学 部
｜
10 日 第 1 回 学 則 改正検討小委 員 会
概算 ヒ ア リ ン グ 6 月 1 日 学部教務 委員 会
第 6 回 学寮補導委員 会 8 日 教授 会
1 3 日 北陸地区国立大学人事担 当 課 長 会議 9 日 真率会役 員 会
14 日 第 2 回 入学試験管理委員 会 22 日 教授会
15 日 部課長会議 人事教授会
予 算配分方針説明
定期健康診断 （ 理学部， 工学部 ）
1 6 日 第 7 回 学寮補導 委 員 会 教
17 日 第 1 回 大学院委 員 会
第 4 回 評議会 6 月 l 日 学部補導委員 会
X 線 （ 直接 ） 撮影 学部図書委員 会
18 日 学生会館暗室使 用 説明 会 8 日 学生定 期 健康診断
20 日 部課長会議 9 日 職業補導委 員 会
内 科検診 1 1 日 教育実 践研究 指導セ ン タ 一 関所式
2 1 ～ 22 日 国 立大学協 会総会 14～ 1 5 日 日 本 教育大学協会第 二部会評議 員 会
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（ 於， 東 京学芸 大学 ）
日 本教 育 大学協 会代議員 会
（ 於， 麹町 会館 ）
全 国 国 公立幼稚園長会総会 ・ 研究大会
（ 於， 奈良市 ）
附属 中学校教育研究協議会
教育実践研 究 指導 セ ン ター 運営委員 会
学部教務 委 員 会
教授会
附属養護学校教育研究発 表 会
日 本教育大 学協会北陸地 区 第 二部会
美術部 門 研究協 議会 （ 於， 新 潟 大学 ）
日 本教育大学協 会北陸 地 区第 二部会
保健 ・ 保健体育科研究協議会
（ 於， 能登 島 町 ）
昭和60年 度 入 試基 本構想委 員 会
人事教授会







学部補導委 員 会 （ 持 回 り ）





論集 委員 会 （ 持 回 り ）
図書委員 会 ・ 日 海研運営委 員 会 合同
委 員 会







6 月 1 日 教授 会
人事教授 会
7 ～ 8 日 富 山 行政 監 察局 に よ る 毒物， 劇 物の 管理，
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報
処分 に 関す る 地方 監 察
9 日 真率会役 員 会
1 5 日 3 ・ 4 年次 生 の 健康診断．
工 学 部
6 月 1 日 教授 会
専 任教授 会
工学研究科委員 会
定期健康診断 （ 内科検診 ）
第236号
2 ～ 3 日 第 7 回 国立 大 学46工学 系学部 長 会議運営委
員 会 （於， 新潟市 ）
8 日 北陸信越工業教育協会富 山 県 支 部 幹事会
（ 於， 本学部 ）
9 ～1 0 日 毒物， 劇 物 の管理， 処分 に 関す る 実地監査
一 富 山 行政 監 察局 一
10～ 1 4 日 仰巌寮祭
1 5 日 定期健康診断 （ 尿検査 ほ か ）
16 日 講演会 演 題 創造 力 育 成法 に つい て
講 師 名 古屋 大学 名 誉教授
佐野幸吉氏
1 7 ～ 18 日 第21 回 中 部 圏 国 立大学工学系事務協議会
（ 於， 三重大学 ）
22 日 工学部履修 の し お り 説明 会 （ 於， 教養部 ）
29 日 北陸信越工学 部長 懇談 会 （ 於， 七尾市 ）
29 ～ 30 日 北陸信越工業教育協 会理事会 ・ 評議 員 会 ・
通常総会 （ 於， 七尾市 ）
6 月 1 日 人事教授会
教授 会
22 日 特 昇 そ の他給与 に 関す る 委員 会
29 日 補導委員 会
予 算 委 員 会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
6 月 1 日 附属 図 書館電算化研究会
6 日 商議会
8 ～ 1 0 日 国立 大学図 書館協 議会総会 及 び理事会


















7 ～ 9 日 X 線 間接撮影
8 日 昭 和58年度定期健康診断 （ 教育 学 部 ）
1 5 日 II （ 理学部 ， 工学部 ）
1 7 日 X 線直接撮影
22 日 昭和58年度定期健康診断 （ 教養 部 ）
29 日 II （ 眼科， 耳 鼻科 ）
30 日 保健管理 セ ン タ ー 運営委員 会
経営短期大学部
ト リ チウ ム科学セ ン タ ー
6 月 23 日
29 日
ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 運営委員 会専 門 委
員 会
ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 運営委員 会
6 月 7 日
9 日
20 日















第 2 回 奨 学生選考委 員 会
第 l 回 教官選考委員 会
第 5 回 教授 会
第23 回 国立短 期大学協 会定期総会
（ 於， 東海大学校友 会館 ）














編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 仰） 3 3 5 6 仇
